












乙 解答例

1 [これと解法が違っていても同じ結論が正しい論理により導かれていれば正解です。]

問 1 nを 7で割った余りが 0, 1, 2, 3, 4, 5, 6 に応じて，n日後の曜日は日，月，火，水，木，金，

土となる。aを 7で割った余りと bを 7で割った余りが等しいとき a ≡ b (mod 7)と書く。

10 ≡ 3 (mod 7)より 100 = 102 ≡ 32 ≡ 2 (mod 7)だから，100日後は火曜日。

106 = (102)3 ≡ 23 ≡ 1 (mod 7)となり，100万日後は月曜日。

問 2 対数の真数は正でなければならないので x− 1 > 0 かつ x− 4 > 0，すなわち x > 4 でなけ

ればならない。

log2(x− 1)− log 1
2
(x− 4) = log2(x− 1)− log2(x− 4)

log2
1
2

= log2(x− 1) + log2(x− 4)

= log2(x− 1)(x− 4)

であり，また 1 = log2 2 なので (x− 1)(x− 4) = 2となり，x2 − 5x+ 2 = 0 である。この

2次方程式を解くと，
x =

5±
√
17

2

となるが，x > 4なので，x =
5 +

√
17

2
である。

問 3 点 N は線分 AB を 2 : 3 に内分するので，

ON =
3

5
OA+

2

5
OB =

3

5
a +

2

5
b (1)

OP : ON = s : 1 (0 < s < 1) とすると，(1) より，

OP = sON =
3

5
s a +

2

5
s b (2)

点 L は線分 OA を 2 : 1 に内分し，点 M は線分 OB を 1 : 1 に内分するので，

OL =
2

3
OA =

2

3
a, OM =

1

2
OB =

1

2
b (3)

LP : PM = t : 1− t (0 < t < 1) とすると，(3) より，

OP = (1− t) OL + tOM =
2(1− t)

3
a +

t

2
b (4)

a ̸= 0, b ̸= 0 かつ a, b は平行ではないので，(2) と (4) より，

3

5
s =

2(1− t)

3
,

2

5
s =

t

2
(5)

(5) を解くと，s =
10

17
, t =

8

17
である。よって，(2) より，

OP =
6

17
a +

4

17
b
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2 [これと解法が違っていても同じ結論が正しい論理により導かれていれば正解です。]

問 1 xと 3の大小に応じて絶対値をはずすと，f(x)は次のようになる。

f(x) =

{
x(3− x) 0 ! x ! 3のとき
x(x− 3) 3 < x ! 4のとき

したがってグラフは次の通り。

O 3
2

3 4

4

9
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x

y

問 2 0 ! x ! 3 においては f(x) = x(3 − x) である。この範囲では f ′(x) = −2x + 3 で

f ′(2) = −1 である。

問 3 xと 3の大小に応じて場合分けして考えると
∫ 4

0
f(x)dx =

∫ 3

0
x(3− x)dx+

∫ 4

3
x(x− 3)dx =

[
−1

3
x3 +

3

2
x2

]3

0

+

[
1

3
x3 − 3

2
x2

]4

3

=
19

3
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